






Compute Node 
(2 CPUs, 3 GPUs) 
 

Performance: 1.7 TFLOPS 

Memory: 58.0GB(CPU) 

             +9.7GB(GPU) 

Rack (30 nodes) 
 

Performance: 51.0 TFLOPS 

Memory: 2.03 TB 

System (58 racks) 
 

1442 nodes: 2952 CPU sockets,  

                     4264 GPUs 

Performance: 224.7 TFLOPS (CPU) ※ Turbo boost 

                       2196 TFLOPS (GPU) 

             Total: 2420 TFLOPS 

Memory: 103.9 TB 
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地球シミュレータ（日） 
40TF (2002) 

BlueGene/L（米） 
360TF (2005) 

TSUBAME 
1.1 1.2 

2.0 

京（日） 10.5PF (2011) 

天河（中） 4.7PF (2010) 

2.5 

BlueGene/Q （米） 16.3PF (2012) 
Titan（米） 17.6PF (2012)  
天河Ⅱ（中） 33.8PF (2013) 





TSUBAMEを利用するには（http://www.gsic.titech.ac.jp/tsubame） 





スパコンの 
能力向上 

産業利用の 
普及促進策 



国家的戦略課題遂行のための
超並列アプリケーション開発 

先進的研究および 
アプリケーション開発 

商用アプリケーションの利用に
よる問題解決 

シーズ先行型の
研究開発サブ 
プラットフォーム 

 
HPCIの領域 

ニーズ対応型の
科学技術 

イノベーション 
推進 

 
共用促進事業

の領域 

情報基盤分野 











１口で計算できる量は？ 
  1ノード×4ヵ月間連続使用 
  4ノード×1ヵ月間連続使用 
  1,000CPUコア並列×1日半 
  100GPU並列×4日間 
  1,000CPUコア並列×1h/day×36日間 



（カッコ内は内数で継続課題数） 

課題種別 
H19 
実施数 

H20 
実施数 

H21 
実施数 

H22 
実施数 

H23 
実施数 

H24 
実施数 

H25 
実施数 

採択数 

戦 
略 
分 
野
利
用 
推 
進 

計算化学手法による創薬技術の開発 4 5（4） 6（5） 2（2） 0 1 0 7 

大規模流体－構造連成解析技術の開発 1 1（1） 2（1） 1（1） 0 0 1 3 

シミュレーションによる 
ナノ材料・加工・デバイス開発 

設定無 4 10（4） 10（8） 7（6） 4（1） 6（4） 18 

社会基盤のリスク管理シミュレーションへの 
HPC応用技術の開発 

設定無 4 6（4） 3（3） 2（1） 1（1） 0 7 

アクセラレータ利用技術の推進 設定無 設定無 設定無 0 3 3（3） 4 (3) 4 

新規利用拡大トライアルユース 6 6 5 6 5 2 3 33 

アプリバンドル型トライアルユース 設定無 設定無 設定無 設定無 設定無 6 0 6 

トライアルユース小計 11 20（5） 29（14） 22（14） 17（7） 17（5） 14（7） 78 

産業利用（有償） 
成果公開 

設定無 設定無 
3 6 7 9 7 32 

成果非公開 2 7 6 4 8 27 

合計 11 20（5） 34（14） 35（14） 30（7） 28（5） 20（5） 137 





GSIC 



東京工業大学・学術国際情報センターの中の研究会活動 

活動内容： 
 ・CUDA 講習会 

 ・2～3ヵ月毎にセミナー 

 ・国際ワークショップ 

 ・年一回シンポジウム 

 ・ML を通じた情報交換 

東工大の教員・学生だけでなく、他大学・研究機関、 
民間企業の方も参加（入会）可能。 基本的に無料。 

http://gpu-computing.gsic.titech.ac.jp/ 











企業活動としてスパコンを活用しており、必要なソフト
ウェアを作成し保有するユーザ 

企業活動としてスパコンを活用しており、必要な商用 
ソフトウェアを保有するユーザ 

TSUBAME産業利用で想定するユーザ分類 

 
 

イノベーター 
（Innovators） 

アーリーアダプター 
（Early Adopters） 

アーリーマジョリティ 
（Early Majority） 

レイトマジョリティ 
（Late Majority） 

商用アプリバンドル型トライアルユース 

 一般的にスパコンで動作する商用ソフトウェアは非常に高価で、トライアルでのスパコン利用にも係わらず、
商用ソフトウェアの購入は企業にとって大きな負担であるため、トライアルユース制度による新規ユーザ層の
開拓の大きな障壁となっている。 
 このため平成２４年度からの新たな取り組みとして、本事業にて新たなスパコンの利用促進が期待できる
分野の商用アプリケーションソフトウェアの利用権を調達し、トライアルユースとして、TSUBAMEの計算資源
とともに、当該商用アプリケーションソフトウェアの利用も無償にて提供することにより、新たなユーザ層への
事業の展開を行っていくとともに、新しい分野でのスパコンの産業利用を推し進める。 

新たな施策 

既存施策の 
ターゲット 
ユーザ層 
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S 300 
12コア Intel Xeon 
2.93GHz 6コアx2 M2050 

3GPU 

54GB 120GB 

80Gbps 
QDR IB x 2 

1.0 

S96 41 96GB 240GB 1.2 

G 480 
4コア Intel Xeon 

2.93GHz 6コア相当 
22GB 120GB 0.5 

L128F 10 

32コア Intel Xeon 
2.0GHz 8コアx4  

M2070 
4GPU 

128GB 480GB 
40Gbps 

QDR IB x 1 
2.0 

L128 10 

S1070 
2GPU 

128GB 

480GB 
40Gbps 

QDR IB x 1 

2.0 

L256 8 256GB 4.0 

L512 2 512GB 8.0 







残りの計算資源は？ 
 8 CPUコア 
32GBメモリ 

元々のノード構成 
 12 CPUコア 
 3 GPU 
 54 GBメモリ 
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TSUBAME2.0 年度別使用状況（2013年6月末実績） 

2011年度 学内利用 2011年度 学外利用 2011年度 合計 

2012年度 学内利用 2012年度 学外利用 2012年度 合計 

2013年度 学内利用 2013年度 学外利用 2013年度 合計 

1300ノードフル稼働 

1400ノードフル稼働 リソース提供限界 

（実線は実績、破線は予測を示す） 
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学内利用 

共同-学術 

共同-公開 

共同-非公開 

共用促進 

JHPCN/HPCI

合計 




